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バクテリオロドプシン(bR)は高度好塩菌の細胞膜上に存在する光駆動型のプロトンポ

ンプであり、膜中において周辺に存在する脂質分子と共に三量体を形成している。それ

ら周辺脂質の主要構成成分は PGP-Me(1)であることが知られており、bR の構造保持お

よび機能発現に重要な役割を担っていると考えられている。1 しかし、膜中における脂

質分子の精確な構造を解析することは困難であるため、bR と PGP-Me の相互作用機構

は未だ明らかとなっていない。そこで我々は固体 NMR を用いて、二重膜中における

PGP-Meの構造および bRとの相互作用機構を詳細に解明することを試みた。 

我々は、高光学純度のイソプレンユニット(5,6)を繰り返し連結させることで、効率的

なフィタニル鎖の合成手法を確立し、高位置および立体選択的に重水素標識を導入した

3種類の PGP-Me誘導体(2-4)の合成を達成した。さらにそれら重水素標識体を用いた固

体 NMR測定および分子動力学計算により、脂質二重膜中におけるフィタニル鎖特有の

構造的特徴を明らかとした。この構造的要因は、高い熱安定性や低いイオン透過性とい

った特徴的な膜物性を有する二重膜の形成、および bRの構造を保持する上で重要な役

割を担っていると考えられる。 
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